
（別紙４）

～ 6年　12月20日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 6年   12月25日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 6年　12月20日

（対象数） 2 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・訪問後に担当職員間で情報共有を図る。

2 ・訪問報告書の記載方法の工夫。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・アプリケーションやメール等の活用。

2

3

・多種にわたる専門職員の訪問ができる。
・訪問の際に対象児の生活状況等に応じて訪問する職員

（職種）を検討している。

・児童発達支援を利用している児童を対象としているため、

　日々の生活の姿が把握できている。

・児童発達支援で個別に行っている支援を、大きな集団

　の中での個別支援に活かせるように訪問先職員と情報

　交換を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者との書類の内容の確認や署名をいただく日程調整に

　時間を要している。
・就労している保護者との連絡方法。

6年　12月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 7年　1月24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 6年　12月２日

○事業所名 習志野市　あじさい療育支援センター

○保護者評価実施期間 6年　12月2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


